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. 授 業 の 概 要
PC 実習授業のため，全員，PC 端末を使用して授業を受ける。授業は90分で，約 3 分説明，約 3 分実
習を12回程繰り返すという形式である。説明の時は，CAI の全送信という機能を使用し，先生の画面を










た。チャットは各学生の PC に図 1 のようなウィンドウがあり，下部のテキスト行に文字を入力すると全
ての学生と先生の PC の上部のテキストエリアに入力した文字を表示するというものである。またログフ
ァイルには入力時間も記録される。

















1 CAI の全送信で作業の内容を説明。1 回の説明は 3 分くらい。



































 図 4 について説明する。
赤棒 前回の説明開始から今回の説明開始までの時間。
緑棒 余裕 学生が 1 と報告した時間。
青棒 何とか 学生が 2 と報告した時間。









2 行目 chat で返答した学生数。
3 行目 キャプチャした時間（授業開始からの経過時間で表示）。
赤棒の長さが説明の長さをあらわしており，この学生の場合，赤棒が長い時に報告がぎりぎりとなり，
何とかついてこられたという青棒になっている。また，後半，まずいという黒棒が 2 本あらわれている
が，最後は余裕の緑棒になっている。
. 今後の課題など
今回，授業中に閲覧するにも授業後に検討するにも便利なデータを収集できた。授業後の可視化を工夫
することにより学生の学習状況をデータを一瞥しただけで確認できた。
であるが，今回は可視化のみで終わってしまい，収集したデータの解析までは行えなかった。そのため
来年度以降はデータの解析について考えてみたい。また報告できる機会があれば報告したい。
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